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平成２３年６月６日 

横浜新都市交通株式会社 

    

    

    

    

    

シーサイドラインを運営する横浜新都市交通株式会社(代表取締役社長 太田 浩雄)の 

平成２２年度決算を報告いたします。 

 

１１１１．．．．決 算 の 概決 算 の 概決 算 の 概決 算 の 概 要要要要    

当期の営業収入は、景気の先行き不安感及び記録的な猛暑、さらには東日本大震災に

よる計画停電の影響等を受け、前年度を下回る３７億６０百万円となりました。このよ

うな状況の中、営業費用は人件費・修繕工事費などの経費の削減により前年比２億３９

百万円減の２５億９８百万円となり、この結果、営業利益は１１億６１百万円、当期純

利益は５億９３百万円となりました。 

また、平成２２年８月に横浜市からの２５億円の増資により、平成５年度から続いて 

おりました債務超過状態が解消されました（平成２３年３月末純資産１６億２２百万円）。 

 

                         （単位：百万円、単位未満切捨て） 

 平成２２年度平成２２年度平成２２年度平成２２年度    平成２１年度   増   減    （率） 

営 業 収 入 ３，７６０３，７６０３，７６０３，７６０    ３，８６１ △１０１  (△２．６％) 

営 業 費 用 ２，５９２，５９２，５９２，５９８８８８    ２，８３７ △２３９  (△８．４％) 

営 業 利 益 １，１６１１，１６１１，１６１１，１６１    １，０２４ １３７  (１３．４％) 

経 常 利 益 １，０２７１，０２７１，０２７１，０２７            ９０６ １２１  (１３．４％) 

当 期 純 利 益 ５９３５９３５９３５９３    ６４６（注） △５２  (△８．２％) 

  （注）平成２１年度の当期純利益は４億４１百万円でありましたが、税効果会計を適用した 

ことにより法人税等調整額で２億５百万円を計上した結果、６億４６百万円となってお 

ります。 
 

（単位：百万円、単位未満切捨て） 

      平成２３年３月末平成２３年３月末平成２３年３月末平成２３年３月末    平成２２年３月末 

純 資 産 １，６２２１，６２２１，６２２１，６２２    △１，４７０ 

 

２．２．２．２．当 期 の 主 な 取 組当 期 の 主 な 取 組当 期 の 主 な 取 組当 期 の 主 な 取 組 みみみみ 

（１）安 全 対 策  ☆新型車両導入（１編成／５両） 

☆ＡＴＯ／列車無線他地上設備更新 

 

（２）サ ー ビ ス 向 上  ☆ダイヤ改正実施（平成２３年２月） 

・始発列車の繰上げ、終列車の繰下げ、朝ラッシュ時間帯の増発 

☆改札外エレベーター設置（並木中央駅・福浦駅） 

・全駅バリアフリー化完了 

☆全駅トイレ設置完了 

☆駅舎改良（福浦駅／暑さ対策他） 

シーサイドライン平成２２年度決算概要  



 

（３）増収・利用促進策 ☆オフタイム回数券導入 

☆新杉田駅への新店舗の展開（３店舗） 

                           ☆副駅名称の販売（計５駅） 

     

３．３．３．３．旅 客 人 員 の 状旅 客 人 員 の 状旅 客 人 員 の 状旅 客 人 員 の 状 況況況況    

当期の旅客人員の状況については、定期はほぼ前年並みに推移しましたが、定期外は

景気の先行き不安感及び記録的な猛暑、さらには東日本大震災による計画停電の影響な

どから前年比３５万８千人（△４．０％）の減少となり、総合計として前年比４３万人

（△２．４％）減の１７，５８６千人となりました。 

（単位：千人、単位未満切捨て） 

 平成２２年度平成２２年度平成２２年度平成２２年度 平成２１年度   増  減      （率） 

定 期 人 員     ９，０４３９，０４３９，０４３９，０４３      ９，１１４ △７１   （△０．８％）

定 期 外 人 員     ８，５４３８，５４３８，５４３８，５４３      ８，９０１ △３５８   （△４．０％）

全 旅 客 人 員 １７，５８６１７，５８６１７，５８６１７，５８６    １８，０１６ △４３０   （△２．４％）

    

４４４４．．．．平 成 ２ ３ 年 度 収 支 の 見 通平 成 ２ ３ 年 度 収 支 の 見 通平 成 ２ ３ 年 度 収 支 の 見 通平 成 ２ ３ 年 度 収 支 の 見 通 しししし    

２３年度収支については、少子高齢化の進展、長引く厳しい雇用情勢、さらに東日 

本大震災による沿線集客施設への影響等により、輸送人員及び運輸収入共に厳しい見 

通しにありますが、引き続き新型車両の導入（４編成／２０両）を計るとともに自立 

した経営を目指し、黒字経営の継続に取り組んでまいります。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    


